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退職者こだま会第２６回定期総会のご案内神奈川県
職 労 連

総 会
と　き�６月２４日（木）午後１時３０分～４時
ところ�神奈川自治会館　７階７０１会議室
　　　　�０４５－６６４－７５００
交　通�桜木町又は横浜駅から、バスで「神

奈川自治会館前」下車徒歩１分。地
下鉄みなとみらい線「日本大通り
駅」下車３番出口徒歩３分

　定期総会終了後、神奈川自治会館２階の

『ラウンジはま風』で懇親会を開きます。

戦中体験記『つたえたい想い』の出版記念

レセプションも兼ねます。軽食をとりなが

ら楽しいひとときを過ごしましょう。お誘

いあわせのうえご参加を（会費２０００円）

懇 親 会

※会員の皆様へお願い…住所を変更された時は事務局へご一報下さい。
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退
職
者
こ
だ
ま
会
第　

回
定
期
総
会
議
案
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２
０
０
９
年
度
経
過
報
告

Ⅰ　

こ
の
１
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

１
、
自
公
政
権
の
退
場
と
連
立
政
権
の
誕

生

　

昨
年
夏
の
総
選
挙
で
国
民
は
、
格
差
と

貧
困
、
長
期
の
不
況
に
「
政
治
を
変
え
た

い
」
と
い
う
思
い
が
重
な
っ
て
、
自
公
政

権
を
退
場
さ
せ
、
民
主
党
を
中
心
と
し
た

連
立
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
政
権
は
、「
子
ど
も
手
当
」

「
高
校
授
業
料
の
無
償
化
」
等
、
一
部
を

実
現
し
た
も
の
の
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
廃
止
は
先
送
り
ま
し
た
。
労
働
者
派

遣
法
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
「
常
用
型
雇

用
労
働
者
の
派
遣
」
や
「
登
録
型
雇
用
労

働
者
は
専
門　

業
務
」を
温
存
さ
せ
る「
骨

２６

抜
き
改
正
」。
消
費
税
増
税
・
法
人
税
減
税

の
検
討
、
沖
縄
普
天
間
基
地
の
国
外
移
転

を
決
断
で
き
な
い
、
日
米
密
約
の
事
実
認

定
の
不
徹
底
、
鳩
山
首
相
・
小
沢
幹
事
長

な
ど
の
「
政
治
と
カ
ネ
」
に
絡
む
疑
惑
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
自
民
党
と
少
し
も
変
わ

ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

２
、
県
民
に
冷
た
い
松
沢
県
政

　

松
沢
県
政
は
来
春
、
２
期
満
了
の
改
選

を
迎
え
ま
す
。
知
事
は
２
０
１
０
年
度
予

算
で
「
１
２
５
０
億
円
の
財
源
不
足
」
と

い
い
、「
聖
域
な
き
見
直
し
」
を
強
調
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
大
企
業
向
け
「
イ
ン
ベ

ス
ト
神
奈
川
」
の
助
成
金
を
前
年
比
２
・

１
倍
の　

億
円
に
増
額
す
る
一
方
、
社
会

５２

福
祉
事
業
団
へ
の
補
助
金
を
削
減
し
な
が

ら
障
害
者
の
保
養
施
設
「
大
文
字
荘
」
の

耐
震
診
断
を
口
実
に
、
耐
震
補
強
の
た
め

の
改
築
で
は
な
く
閉
鎖
に
追
い
込
み
、
ま

た
国
の
「
高
校
授
業
料
無
償
化
」、
生
活
保

護
世
帯
の
私
学
授
業
料
を
実
質
無
料
に
す

る
施
策
で
は
、
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
年

収
２
５
０
万
円
未
満
の
世
帯
に
対
す
る
学

費
補
助
を
３
万
円
減
額
す
る
な
ど
、
住
民

犠
牲
の
冷
た
い
県
政
を
進
め
て
い
ま
す
。

３
、
先
送
り
さ
れ
た
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
の
改
正

　

２
０
０
８
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
は
今
年
度
、
医
療
費
の
改

定
を
迎
え
ま
す
。
高
齢
者
の
窓
口
負
担
、

入
院
時
の
食
費
・
住
居
費
負
担
な
ど
の
増

額
、
入
院
が　

日
を
越
え
る
と
医
療
機
関

９０

の
診
療
報
酬
が
下
が
る
仕
組
み
を
強
化

し
、「
医
療
難
民
」「
介
護
難
民
」
が
生
み

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳩
山
政
権
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

見
直
し
を
３
年
後
に
伸
ば
し
な
が
ら
、　
６５

歳
へ
差
別
医
療
を
拡
大
す
る
「
新
制
度
」

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
２
月
９
日
、「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
即
時
廃
止
要
請
書
」
を
民
主
・

社
民
・
国
民
新
党
・
共
産
の
各
党
に
送
り

ま
し
た
。ま
た
同
時
期
に
結
成
さ
れ
た「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
即
時
廃
止
を
求
め
る

神
奈
川
県
連
絡
会
」
の
運
動
に
合
流
し
、

高
齢
者
の
生
活
改
善
の
と
り
く
み
を
強
め

ま
し
た
。

４
、
県
職
員
の
戦
中
体
験
記『
つ
た
え
た

い
想
い
』を
発
行

　

昨
年
の
総
会
で
県
職
員
の
「
戦
中
体
験

記
録
集
」
を
作
る
こ
と
を
決
め
、
編
纂
委

員
会
を
立
ち
上
げ
７
回
開
催
。　

人
の
会

２３

員
か
ら
貴
重
な
「
体
験
記
」
が
寄
せ
ら
れ
、

現
役
職
員
と
の
座
談
会
も
行
い
ま
し
た
。

『
つ
た
え
た
い
想
い
―
神
奈
川
県
職
員
の

戦
中
体
験
を
若
い
世
代
へ
』
と
し
て
２
０

１
０
年
６
月
に
発
行
（
５
０
０
部
・
送
料

込
み
６
０
０
円
）
し
ま
し
た
。

Ⅱ　

趣
味
活
動
と
会
員
の
交
流

　

会
員
の
趣
味
や
特
技
を
い
か
し
、
楽
し

く
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

○
「
秋
の
昇
仙
峡
・
山
梨
県
立
美
術
館
等

１
泊
旅
行
」（　

月　

日
〜　

日
）

１１

１０

１１

○
神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
の
「
手
づ

く
り
文
化
祭
」（　

月　

日
）に
俳
句
、油

１０

３１

絵
、
絵
手
紙
、
水
彩
画
、
写
真
、
演
芸
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
参

加
に
な
り
ま
し
た
。

○
歴
史
教
室　

講
義
２
回
（
９
月
・
３
月
）

散
策
２
回
（
６
月
・　

月
）

１１

○
楽
し
い
俳
句
教
室（
毎
月
第
３
木
曜
日
）

１
月
か
ら
第
２
木
曜
日
に
変
更
。
山
本

つ
ぼ
み
先
生
か
ら
太
田
土
男
先
生
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
。
参
加
者
は　

人
に
。

１８

○
食
と
文
化
を
楽
し
む
会
・
薬
膳
料
理
１

回
（
７
月
）

○
囲
碁
同
好
会（
毎
月
第
１
日
曜
日
例
会
）

○
楽
し
い
料
理
教
室
＝
県
職
労
連
壮
年
部

と
共
催
（　

月
）

１０

○
北
海
道
ス
キ
ー
旅
行
（　

年
２
月　

〜

１０

２２

　

日
）

２５
○
農
業
体
験
・
援
農
を
楽
し
む
会
（
８
月
）

Ⅲ　

会
員
の
加
入
状
況
と
会
の
運
営

１
、
会
員
を
増
や
す
と
り
く
み

　

会
員
の
総
数
は
２
０
１
０
年
３
月
末
現

在
１
３
５
２
人
。
今
年
度
の
加
入
者
は　
４４

人
。
加
入
の
働
き
か
け
は
、
県
の
退
職
者

説
明
会
５
回
（
１
月
中
旬
〜
２
月
中
旬
）
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と
県
職
労
各
支
部
の
退
職
者
の
慰
労
の
集

い
で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
火
災
共
済
の

更
新
手
続
き
の
際
、
加
入
資
料
を
同
封
し

て
加
入
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

２
、
会
の
運
営

　

毎
週
火
曜
日
を
軸
と
し
た
事
務
作
業

と
、
定
例
的
な
４
役
会
議
及
び
幹
事
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

３
、『
こ
だ
ま
会
報
』
の
発
行
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実

　

会
員
相
互
を
つ
な
ぐ
『
こ
だ
ま
会
報
』

は
、
年
金
、
医
療
、
介
護
、
増
税
問
題
な

ど
の
情
報
を
は
じ
め
趣
味
活
動
や
高
齢
期

運
動
の
と
り
く
み
な
ど
を
企
画
し
、
計
画

ど
お
り
年
４
回
発
行
し
ま
し
た
。「
字
が
大

き
く
な
っ
て
読
み
や
す
く
な
っ
た
」
な
ど

好
評
で
す
。「
会
員
参
加
で
豊
か
な
情
報
」

の
方
針
は
、
広
報
委
員
会
と
皆
さ
ん
の
協

力
で
前
進
し
て
い
ま
す
。『
会
報
』
を
補
う

た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
努
力
し

て
い
ま
す
。

４
、
高
齢
期
運
動
へ
の
参
加
と
共
同
の
と

り
く
み

　

第　

回
日
本
高
齢
者
大
会
（
９
月　

日

２３

１４

〜　

日
・
別
府
）
に
代
表
２
人
が
参
加
。

１６
第
５
回
「
輝
け
高
齢
期
か
な
が
わ
の
つ
ど

い
」（　

月　

日
・
藤
沢
市
民
会
館
小
ホ
ー

１１

１２

ル
）
に
代
表
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
職
員
九
条
の
会
の
「
平
和
の

集
い
」（　

月
５
日
）
で
は
、
経
済
同
友
会

１２

終
身
幹
事
の
品
川
正
治
氏
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。
全
体
で　

人
が
参
加
し
、
会
員
も

５９

多
数
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
の
地

元
で
は
、
地
域
の
「
九
条
の
会
」
の
立
ち

上
げ
や
世
話
役
、
事
務
局
で
多
く
の
会
員

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
に
は
前

年
同
様
１
人
を
、
神
奈
川
自
治
労
連
退
職

者
会
に
は
５
人
を
役
員
と
し
て
送
り
、
総

会
を
は
じ
め
年
間
の
活
動
に
協
力
、
参
加

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
全
国
自
治
体
退
職

者
会
連
絡
会
は
毎
年
３
月
、
厚
生
労
働
省

と
年
金
、
介
護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
制

度
の
改
善
要
求
で
交
渉
を
し
て
い
ま
す
。

�Ⅰ　

私
た
ち
を
と
り
ま
く
情
勢

１
、
平
和
で
安
心
で
き
る
社
会
へ

　
「
政
治
を
変
え
た
い
」と
の
願
い
で
昨
年

８
月
、
歴
史
的
な
政
権
交
代
が
実
現
し
た

も
の
の
、
そ
の
後
の
金
権
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

や
相
次
ぐ
選
挙
公
約
違
反
な
ど
で
、
国
民

の
期
待
は
裏
切
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
は
、
暮
ら
し
に
係
わ

る
負
担
が
ズ
シ
リ
と
重
く
国
民
に
の
し
か

か
っ
て
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
見
直
し
は
３
年
先
に
見
送
ら
れ
、　

都
２１

道
府
県
が
保
険
料
を
引
上
げ
、
国
民
健
康

保
険
料
の
各
地
の
値
上
げ
、
介
護
保
険
料

の
引
上
げ
、
さ
ら
に
抜
け
穴
だ
ら
け
の
労

働
者
派
遣
法
「
改
正
（
案
）」、
普
天
間
基

地
「
移
転
」
問
題
、
核
密
約
問
題
、
格
差

と
貧
困
の
拡
大
な
ど
で
、
政
治
不
信
は
ま

す
ま
す
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

大
企
業
中
心
、
ア
メ
リ
カ
に
も
の
が
言

２
０
１
０
年
度
活
動
方
針
案

２００９（平成２１）年度　一般会計収支決算書
　　　　　　　　　　　    （２００９年４月１日～２０１０年３月３１日）　　　　　　　   　（単位：円）

２０１０年４月１９日
神奈川県職労連退職者こだま会
代表幹事　生方武羅夫　殿

会計監査　辻村　博　○印 
会計監査　木村武子　○印 

　２０１０年４月１９日、こだま会事務室において
２００９年度一般会計及び２００９年度積立金会計に
ついて、それぞれの会計帳簿、収支証拠書類、
預金通帳等の監査を実施したところ、適正に
執行されていることを認めます。

会計監査報告

支　　出収　　入
摘 要決算額予算額項　　目摘　要決算額予算額項　　目

７３７，７１６８５０，０００事 務 局 費３，０００×８８口
＋２，５００×１口２６６，５００２４０，０００年 会 費

１５４，３２５３５０，０００行 動 費２５，０００×３５人８７５，０００１，０００，０００終 身 会 費
８１１，４９９９５０，０００広 報 費６８５，０００６８５，０００県職労連交付金
３５８，７８５４５０，０００総 会 費全労済分１，１５５，７８７１，１００，０００共 済 助 成 費

４５７，０５０４００，０００会 議 費宿泊幹事会参
加者負担あり２５８，６９１１４８，４４４雑 収 入

１４２，８４４２５０，０００通 信 費８０３，２１１７００，０００積立金取崩し
６５，０００１００，０００弔 慰 金００寄 付 金

神奈川自治労
連退職者連絡
会

５０，０００５０，０００負 担 金７２６，５５６７２６，５５６前年度繰越金

積立金会計へ
繰り出し８７５，０００１，０００，０００積 立 金

戦争体験記編
集８９，７５０２０，０００予 備 費

１，０２８，７７６次年度繰越金
４，７７０，７４５４，６００，０００合　 計４，７７０，７４５４，６００，０００合 計

２００９（平成２１）年度　積立金会計収支決算書
　　　　　　　　　　　    （２００９年４月１日～２０１０年３月３１日）　　　　　　　   　（単位：円）

支　　出収　　入
摘 要決算額予算額項　　目摘　要決算額予算額項　　目

８０３，２１１７００，０００本 年 度 支 出１５，３５３，４０７１５，３５３，４０７前 年 度 繰 越 金
８９７，８０４１，００６，５９３本 年 度 収 入

終身会員納入分８７５，０００１，０００，０００積立金
内 訳

１５，４４８，０００１５，６６０，０００次年度繰越金２２，８０４６，５９３利息
１６，２５１，２１１１６，３６０，０００合 計１６，２５１，２１１１６，３６０，０００合 計
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え
な
い
鳩
山
政
権
に
対
し
、
願
い
が
か
な

う
政
治
は
ど
う
し
た
ら
実
現
で
き
る
か
、

私
た
ち
の
要
求
と
各
政
党
の
公
約
に
つ
い

て
考
え
、
対
話
を
広
げ
、
６
〜
７
月
に
予

定
さ
れ
る
参
議
院
選
挙
で
、
政
治
を
変
え

る
チ
ャ
ン
ス
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

　

一
方
、
N
P
T
（
核
拡
散
防
止
条
約
）

再
検
討
会
議
に
参
加
す
る
国
連
派
遣
行
動

に
向
け
た
活
発
な
個
人
・
団
体
の
署
名
活

動
が
各
地
で
と
り
く
ま
れ
ま
し
た
。
戦
時

下
最
大
の
言
論
弾
圧
事
件
と
さ
れ
る
「
横

浜
事
件
」
の
実
質
無
罪
判
決
、
堀
越
ビ
ラ

配
布
事
件
の
逆
転
無
罪
判
決
や
足
利
事
件

な
ど
冤
罪
事
件
の
再
審
無
罪
確
定
な
ど
明

る
い
局
面
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ま
政
府
は
。
改
憲
手
続
き
法
に
基
づ

く
国
民
投
票
法
に
つ
い
て
、
必
要
な
政
令

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
消
費
税
増
税

の
導
入
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
和
で
安
心
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た

め
に
、
日
本
国
憲
法
の
改
悪
を
ゆ
る
さ
な

い
運
動
、
生
活
向
上
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
運
動
に
と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち

は
政
権
を
交
代
さ
せ
た
実
績
に
確
信
を
持

ち
、
力
を
合
わ
せ
て
政
治
を
一
歩
前
へ
進

め
ま
し
ょ
う
。

２
、「
民
営
化
」
が
進
む
県
庁
職
場

　

神
奈
川
県
庁
の
職
場
で
は
、
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
な
ど
で
自
治
体
の
民
営
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
職
員
に
占
め
る
非
正

規
職
員
の
比
率
は
年
々
ふ
え
、
県
自
ら
が

雇
用
破
壊
・
賃
金
低
下
を
作
り
出
し
、
現

場
で
は
業
務
の
継
続
性
や
信
頼
性
が
揺
ら

い
で
い
ま
す
。

　

こ
の
４
月
の
人
事
異
動
で
は
、
本
庁
の

局
制
で
理
事
・
参
事
監
が
新
設
さ
れ
る
な

ど
、「
意
志
決
定
の
迅
速
化
」
に
逆
行
す

る
状
況
で
す
。
人
員
削
減
に
は
「
フ
ル
タ

イ
ム
再
任
用
職
員
」
で
対
応
。
仕
事
量
は

減
ら
さ
ず
に
、
今
年
度
は
５
０
０
人
の
削

減
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
労
働
セ
ン
タ
ー
の

再
編
や
福
祉
施
設
の
１
０
０
人
近
い
欠

員
、
女
性
セ
ン
タ
ー
や
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
適
用
・
研

究
機
関
の
再
編
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
員
に
は
、「
意
欲
と
能
力
の
あ
る
人
材

に
道
を
開
く
」
と
管
理
職
登
用
試
験
制
度

や
目
標
に
よ
る
業
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
管
理
監
督

者
に
な
る
一
部
職
員
の
人
材
育
成
・
処
遇

改
善
だ
け
で
す
。
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
全
職
員
の
意
欲
と
能
力
を
高
め
、

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
職
場
運
営
で
組

織
の
総
合
力
」
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

　

来
春
は
知
事
改
選
・
統
一
地
方
選
挙
の

年
で
す
。
私
た
ち
の
生
活
と
暮
ら
し
を
立

て
直
す
た
め
、要
求
を
高
く
掲
げ
て
県
政
、

市
町
村
政
の
転
換
を
め
ざ
し
て
運
動
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

３
、
こ
だ
ま
会
運
動
を
つ
な
ぐ
新
会
員

こ
だ
ま
会
は
毎
年
、
４
０
〜
５
０
人
の
加

入
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。
長
年
、
県
政
に

携
わ
れ
、
経
験
を
重
ね
、
力
を
発
揮
さ
れ

て
き
た
人
た
ち
が
「
こ
だ
ま
会
」
の
運
動

を
支
え
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
仲
間
づ
く
り
や
交
流
の
場
を
さ

ら
に
多
く
設
け
、
文
化
、
趣
味
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動
を
活
発
に
し
ま
し
ょ

う
。
俳
句
や
歴
史
散
歩
、
囲
碁
な
ど
、
趣

味
を
生
か
し
た
活
動
や
、
反
戦
・
平
和
を

語
り
継
ぐ
戦
中
体
験
記
『
つ
た
え
た
い
想

い
』
の
普
及
な
ど
、
創
意
工
夫
し
て
、
現

役
職
員
と
の
交
流
も
進
め
ま
し
ょ
う
。

４
、
知
恵
と
経
験
を
生
か
し
地
域
の
運
動

へ

　

会
員
の
経
験
と
知
恵
を
生
か
し
、
地
域

で
の
と
り
く
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

生
活
や
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
社
会

保
障
制
度
の
充
実
に
向
け
て
、
国
民
的
な

要
求
運
動
に
連
帯
し
て
と
り
く
み
ま
し
ょ

う
。
県
内
の
退
職
者
の
会
や
全
国
の
自
治

労
連
退
職
者
会
連
絡
会
と
連
携
し
、
要
求

に
基
づ
く
運
動
と
組
織
の
拡
大
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

Ⅱ　

活
動
の
目
標
と
計
画
（
案
）

１
、
活
動
の
目
標

（
１
）憲
法
の
改
悪
に
反
対
し
、
平
和
・
人

権
・
民
主
主
義
を
守
る
た
め
、「
神
奈

川
県
職
員
九
条
の
会
」
と
連
携
し
、
憲

法
九
条
擁
護
の
運
動
を
進
め
ま
す
。

（
２
）会
員
が
元
気
で
、
い
き
い
き
と
参
加

で
き
る
趣
味
の
会
な
ど
の
活
動
を
充
実

さ
せ
ま
す
。

（
３
）高
齢
者
の
安
心
と
安
全
を
守
り
、
住

民
の
生
活
と
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
、

神
奈
川
県
職
労
連
と
協
同
し
て
運
動
を

進
め
ま
す
。

（
４
）年
金
と
介
護
保
険
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
全
国
自
治
体
退
職
者
連
絡
会
な
ど

要
求
が
一
致
す
る
団
体
と
協
力
し
て
、

高
齢
期
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

（
５
）後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
直
ち
に
廃

止
し
て
、
元
の
老
人
保
健
制
度
に
戻
さ

せ
る
運
動
を
進
め
ま
す
。

（
６
）
年
金
生
活
者
の
生
活
を
守
り
、
ワ
ー

キ
ン
グ
・
プ
ア
を
な
く
す
る
運
動
を
進

め
ま
す
。

２
、
活
動
の
計
画

（
１
）神
奈
川
県
職
員
の
戦
中
体
験
記
『
つ

た
え
た
い
想
い
』
を
普
及
し
、
戦
争
体

験
を
語
り
継
ぎ
ま
す
。

（
２
）『
こ
だ
ま
会
報
』
は
、
会
員
の
心
を

つ
な
ぐ
情
報
誌
と
し
て
、
６
月
・
８
月
・

　

月
・
１
月
に
発
行
し
ま
す
。

１０

（
３
）趣
味
の
会
の
活
動
を
活
発
に
す
る
た

め
、
企
画
・
立
案
・
実
行
を
担
う
「
世

話
人
」
の
発
掘
と
育
成
に
と
り
く
み
ま

す
。
ま
た
、
会
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
趣
味
の
会
」
の
活
動
内
容
や
開
催
予

定
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
、
広
く
会

員
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

①
俳
句
同
好
会
（
毎
月
第
２
木
曜
日
）

②
囲
碁
同
好
会
（
毎
月
第
１
日
曜
日
）

③
歴
史
教
室
（
講
座
２
回
・
散
策
２
回
）

④
食
文
化
を
楽
し
む
会
・
薬
膳
料
理
（
夏
・

秋
）
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⑤
楽
し
い
料
理
教
室
（
県
職
労
壮
年
部
と

共
催
）

⑥
援
農
体
験
・
農
業
を
楽
し
む
会

（
４
）健
康
講
座
や
お
花
見
会
、
み
か
ん
狩

り
の
計
画
を
立
て
ま
す
。

（
５
）
有
利
で
安
心
な
火
災
共
済
・
自
動
車

保
険
・
が
ん
保
険
な
ど
の
福
利
厚
生
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

（
６
）法
律
・
年
金
・
税
金
・
介
護
保
険
・

成
年
後
見
制
度
・
住
宅
な
ど
で
困
っ
た

と
き
に
、
信
頼
の
で
き
る
専
門
家
を
紹

介
し
ま
す
。

（
７
）恒
例
の
神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会

の
「
手
づ
く
り
文
化
祭
」
に
参
加
し
、

出
演
・
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

（
８
）こ
だ
ま
会
事
務
局
は
、
引
き
続
き
毎

週
火
曜
日
（
祝
祭
日
な
ど
の
休
日
を
除

く
）
の
午
前　

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

１０

開
き
ま
す
。

２０１０（平成２２）年度一般会計収支予算（案）
　　　　　　　　　（２０１０年４月１日～２０１１年３月３１日）  （単位：円）

支　　出収　　入
摘 要予算額項　　目摘　要予算額項　　目

８５０，０００事 務 局 費３，０００×７９口
＋３，５００×１口２４０，５００会 費

３５０，０００行 動 費２５，０００×３５人８７５，０００終 身 会 費

「戦中体験記」印刷含１，２５０，０００広 報 費６８５，０００県職労連交付金
４５０，０００総 会 費１，１５０，０００共 済 助 成 費

４５０，０００会 議 費１９５，７２４雑 収 入

２５０，０００通 信 費５５０，０００積立金取崩し
１００，０００弔 慰 金０寄 付 金

神奈川自治労連退職者連
絡会５０，０００負 担 金１，０２８，７７６前年度繰越金

積立金会計へ繰り出し８７５，０００積 立 金
１００，０００予 備 費

４，７２５，０００合 計４，７２５，０００合　 計

２００９（平成２１）年度積立金会計収支決算書
　　　　　　　　　 （２００９年４月１日～２０１０年３月３１日）    　（単位：円）

支　　出収　　入
摘 要予算額項　　目摘　要予算額項　　目

５５０，０００本 年 度 支 出　１５，４４８，０００前 年 度 繰 越 金
８９２，０００本 年 度 収 入
８７５，０００積立金

内 訳
１５，７９０，０００次年度繰越金　１７，０００利 息

１６，３４０，０００合 計　１６，３４０，０００合　 計

映画随想　　 戦争と映画3

　

明
治　

年
に
生
ま
れ
、
平
成

４３

　

年
に
逝
去
し
た
黒
澤
明
。
生

１０誕
百
年
を
迎
え
た
今
年
は
、

様
々
な
記
念
事
業
が
企
画
さ

れ
、
関
連
書
籍
の
出
版
も
続
い

て
い
る
。
世
界
の
映
画
人
に
多

大
な
影
響
を
与
え
支
持
さ
れ
た

ク
ロ
サ
ワ
映
画
を
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で

は
な
く
ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞
で

き
る
今
年
は
実
に
楽
し
み
な
年

と
な
る
。

　

黒
澤
明
は
処
女
作『
姿
三
四
郎
』

（
昭
和　

年
）
か
ら
遺
作
『
ま
あ

１８

だ
だ
よ
』（
平
成
５
年
）
ま
で　
３０

本
の
映
画
を
発
表
し
た
。
監
督
と

し
て
は　

歳
か
ら　

歳
ま
で　

年

３３

８８

５５

間
の
活
動
期
間
で
あ
る
。
黒
澤
映

画
の
特
色
は
、
人
間
は
ど
う
生
き

る
べ
き
か
を
描
き
続
け
た
こ
と
に

尽
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
羅
生
門
』『
生
き
る
』『
七
人
の

侍
』
を
黒
澤
映
画
の
三
大
傑
作
と
人
は
呼

ぶ
が
、『
わ
が
青
春
に
悔
い
な
し
』『
素
晴

ら
し
き
日
曜
日
』『
酔
い
ど
れ
天
使
』『
生

き
も
の
の
記
録
』
に
も
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
観
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
生
き
る
』（
昭
和　

年
）
は
黒
澤
明　

２７

４２

歳
の
時
の
映
画
だ
。
癌
に
よ
り
余
命
６
ケ

月
と
な
っ
た
初
老
の
市
民
課
長
は
残
さ
れ

た
時
間
を
い
か
に
生
き
た
か
、
と
い
う
物

語
で
あ
る
。黒
澤
は
演
出
前
記
と
し
て「
僕

は
時
々
、
ふ
っ
と
自
分
が
死
ぬ
場
合
の
こ

と
を
考
え
る
。
す
る
と
こ
れ
で
は
と
て
も

死
に
き
れ
な
い
と
思
っ
て
、
居
て
も
立
っ

て
も
い
ら
れ
な
く
な
る
。
も
っ
と
生
き
て

い
る
う
ち
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
。
僕
は
ま
だ
少
し
し
か
生
き
て
い

な
い
」
と
記
し
て
い
る
。
人
間
が
「
生
き

る
」と
い
う
こ
と
は
、と
い
う
壮
大
な
テ
ー

マ
で
撮
ら
れ
た
こ
の
作
品
は
、
多
く
の
観

客
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。
終
戦
か
ら
７

年
、
ま
だ
ま
だ
混
乱
期
で
あ
っ
た
日
本
人

に
と
っ
て
は
衝
撃
的
な
映
画
だ
っ
た
。
勿

論
、
半
世
紀
以
上
を
経
た
現
在
で
も

充
分
に
鑑
賞
に
耐
え
る
名
画
で
あ
る

が
。

　

黒
澤
映
画
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
も
傑

出
し
て
い
る
。
従
来
の
時
代
劇
観
を

一
変
さ
せ
た
『
七
人
の
侍
』『
蜘
蛛

巣
城
』『
用
心
棒
』
は
海
外
の
映
画

監
督
に
影
響
を
与
え
、
幾
多
の
リ

メ
ー
ク
版
が
作
ら
れ
た
。
な
か
で
も

『
天
国
と
地
獄
』
の
特
急
こ
だ
ま
の

シ
ー
ン
は
白
眉
で
あ
る
。

　

ま
た
、核
に
対
す
る
問
題
意
識
も
強
く
、

『
生
き
も
の
の
記
録
』『
夢
』『
八
月
の
狂

詩
曲
』
で
は
反
核
、
反
戦
の
想
い
が
観
る

者
に
迫
る
。
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
黒
澤
の
面

目
躍
如
た
る
作
品
群
だ
。

　

今
秋
、
国
立
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
で
黒

澤
映
画
の
大
回
顧
上
映
が
開
催
さ
れ
る
。

　

本
の
監
督
作
品
と
、
シ
ナ
リ
オ
と
し
て

３０提
供
し
た
映
画
作
品
も
上
映
予
定
で
、こ
れ

に
よ
り
黒
澤
の
全
貌
が
明
ら
か
と
な
る
。

黒澤映画の魅力
田中一男
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故
郷
の
豊
後
大
野
市

で
の
生
活
も
９
年
目
に

入
り
ま
し
た
が
、
竹
林

や
畑
の
手
入
れ
、
花
の

名
所
と
温
泉
巡
り
、
さ

ら
に
昔
の
悪
童
仲
間
と
の
飲
み
会
な
ど
で

結
構
忙
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

家
内
は
神
奈
川
育
ち
で
す
が
、
人
見
知

り
し
な
い
性
格
が
幸
い
し
て
、
周
り
の
婦

人
方
（
多
く
は　

歳
以
上
）
に
味
噌
や
漬

８０

物
や
饅
頭
作
り
の
秘
伝
を
教
わ
り
、
野
菜

作
り
で
も
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
う
け
て

田
舎
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
人
付

き
合
い
を
い
と
わ
ぬ
こ
と
が
田
舎
暮
ら
し

の
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
日
本
人
男
性
の
平
均
寿
命
は
約

　

歳
で
す
か
ら
、
定
年
後
約　

年
生
き
る

８０

２０

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
「
余
命
」
と
呼
ぶ

に
は
長
す
ぎ
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
在
職

中
は
学
生
に
自
分
の
人
生
を　

年
単
位
で

１０

考
え
る
よ
う
に
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
度
は
自
分
自
身
に
つ
い
て
考
え
ね
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
年
金
生
活
で
は
組

織
の
制
約
は
何
も
な
く
、
好
き
な
こ
と
を

好
き
な
よ
う
に
や
れ
る
の
で
、
残
さ
れ
た

　

年
を
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て

２０少
し
で
も
社
会
に
役
立
て
れ
ば
と
考
え
ま

し
た
。

　

私
は
高
校
時
代
か
ら
日
本
史
に
興
味
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
教
科
書
で
学
ん
だ

の
は
中
央
の
歴
史
で
、
郷
土
の
歴
史
に
つ

い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
こ
と
に
気
付

ら
、
秀
成
は
、「
自
分
は
キ
リ
ス
ト
を
信
じ

る
が
、
信
仰
は
人
の
心
の
問
題
で
あ
り
、

藩
主
と
い
え
ど
も
立
ち
入
る
こ
と
は
許
さ

れ
ぬ
。
藩
に
害
を
な
さ
ぬ
限
り
全
て
の
宗

派
を
平
等
に
遇
す
る
」
と
の
信
念
の
も
と

に
、
家
臣
の
団
結
と
藩
内
の
安
定
を
保
っ

た
と
の
結
論
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在

の
政
教
分
離
の
思
想
に
通
じ
る
も
の
で

タ
ン
で
あ
っ
た
と
推
測

し
ま
し
た
。
彼
が
キ
リ

シ
タ
ン
で
あ
れ
ば
、
豊

臣
・
徳
川
の
執
拗
な
弾

圧
に
耐
え
抜
い
て
信
仰

を
守
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

調
査
を
進
め
る
中
か

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
大
分
県
（
豊
後
）
が

最
も
輝
い
た
大
友
宗
麟
時
代
の
キ
リ
シ
タ

ン
史
を
調
べ
る
こ
と
に
し
て
、
手
始
め
に

点
在
す
る
多
数
の
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡
を
訪

ね
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
竹
田
市
を

中
心
と
し
た
旧
岡
藩
内
に
重
要
な
遺
跡
が

多
数
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
の
こ

と
か
ら
岡
藩
の
祖
・
中
川
秀
成
は
キ
リ
シ

す
。

　

最
近
あ
る
政
党
の
幹
事
長
が
、「
仏
教
の

ほ
う
が
キ
リ
ス
ト
教
よ
り
も
優
れ
て
い

る
」
と
発
言
し
て
物
議
を
醸
し
ま
し
た
。

個
人
が
何
を
信
じ
る
か
は
自
由
で
す
が
、

政
治
家
と
し
て
は
決
し
て
口
に
し
て
は
な

ら
な
い
言
葉
で
す
。

　

さ
ら
に
、
中
川
家
歴
代
藩
主
の
事
績
を

記
録
し
た
『
中
川
家
御
年
譜
』
は
、
秀
吉

や
家
康
の
禁
教
令
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
出

兵
な
ど
度
重
な
る
出
兵
命
令
、
大
阪
城
や

江
戸
城
の
普
請
と
市
街
地
造
成
、
さ
ら
に

寺
院
の
建
立
な
ど
、
息
つ
く
ひ
ま

も
無
い
ほ
ど
の
数
多
く
の
命
令
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
藩
内
の
整
備
や
産
業
振
興
、

さ
ら
に
家
臣
の
報
酬
に
充
て
る
べ

き
費
用
を
権
力
者
の
た
め
に
無
条

件
、
無
制
限
に
支
出
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
中
川
家
の
苦
悩
を
示
す

も
の
で
す
。

　

外
様
大
名
の
財
政
を
厳
し
い
状
態
に
置

く
こ
と
が
秀
吉
・
家
康
の
ね
ら
い
で
あ
り
、

大
阪
に
続
く
江
戸
の
繁
栄
は
地
方
か
ら
絶

え
間
な
く
流
れ
込
む
資
金
に
支
え
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
り
、
我
が
国
の
歴
史
を
正
し

く
捉
え
る
に
は
中
央
と
地
方
の
両
面
か
ら

の
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
徳
川
幕
府
が
確
立
し
た
中
央

集
権
の
政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
明
治
政
府
に

引
き
継
が
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

民
主
主
義
国
を
自
負
す
る
今
で
も
地
方
分

権
が
叫
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
証
で

す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
思
い
を
小
説
に
纏

め
て
『
高
麗
の
牡
丹
・
戦
国
の
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
三
代
記
』
の
タ
イ
ト
ル
で
文
芸
社

か
ら
出
版
し
ま
し
た
。
ご
批
判
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

さ
て
、
い
ま
地
方
は
急
速
な
高
齢
化
と

過
疎
化
に
よ
り
消
滅
の
時
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　

地
方
の
衰
退
は
数
百
年
に
及
ぶ
中
央
集

権
の
結
果
で
す
が
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
郷

土
を
消
滅
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
政
府

や
大
企
業
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
地
方
が

保
持
し
て
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
掘
り
起

こ
し
、
活
性
化
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
タ

イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は
こ
の　

年
間
だ
と
思
い

１０

ま
す
。

　

県
在
職
中
に
身
に
つ
け
た
知
識
と
技
術

が
郷
里
の
活
性
化
に
少
し
で
も
役
立
て
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

キキキキキキキキキキキキキキキキリリリリリリリリリリリリリリリリシシシシシシシシシシシシシシシシタタタタタタタタタタタタタタタタンンンンンンンンンンンンンンンンのののののののののののののののの遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡をををををををををををををををを訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪ねねねねねねねねねねねねねねねねキリシタンの遺跡を訪ね
著書を出版　　三浦　泰昌さん

三
浦
さ
ん
の
著
書
『
高
麗
の
牡
丹
』
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説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
旧
日
光
街
道
か

ら
杉
並
通
り
、
武
家
屋
敷
へ
。
途
中
「
静

御
前
ゆ
か
り
の
地
に
思
い
を
よ
せ
て
」
の

和
亭
で
、
街
並
み
な
ど
を
語
り
合
い
な
が

ら
昼
食
を
済
ま
せ
、　

時　

分
頃
店
を
で

１２

５０

る
。
隆
岩
寺
〜
正
定
寺
〜
赤
門
・
黒
門
、

土
井
家
墓
所
等
を
通
り
抜
け
、
永
井
路
子

氏
旧
宅
〜
篆
刻
美
術
館
〜
古

河
歴
史
物
語
〜
鷹
見
記
念
館

等
を
見
学
後
、
古
河
文
学
館

に
立
ち
寄
る
。
サ
ロ
ン
で
幻

の
名
器
と
言
わ
れ
る
英
国
製

蓄
音
機
（
竹
針
）
で
Ｓ
Ｐ
盤

レ
コ
ー
ド
『
パ
リ
祭
』
等
の

演
奏
を
聞
い
て
散
策
は
終
わ

り
、　

時
過
ぎ
に
解
散
と

１５

な
っ
た
。

﹇
古
河
の
歴
史
﹈　

　

歴
史
は
古
く
、
市
内
各
所
か
ら
縄
文
前

期
の
物
と
思
わ
れ
る
土
器
や
貝
塚
等
が
発

　

２
月
中
旬
ま
で
続
い
た
好
天
も
２
月
末

か
ら
崩
れ
始
め
、
３
月
に
入
っ
て
荒
れ
模

様
が
続
き
、
当
日
の
３
月
９

日
は
朝
か
ら
寒
く
小
雨
模

様
。
参
加
者
は　

人
。

１１

　

朝
８
時　

分
横
浜
発
、
湘

３０

南
新
宿
ラ
イ
ン
は
通
勤
時
間

帯
で
満
員
。　

時
少
し
前
、

１０

古
河
駅
着
。
古
河
市
観
光
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
ガ
イ
ド
協
会
の

ガ
イ
ド
・
村
田
さ
ん
（
女
性
）

が
、
快
く
迎
え
て
く
れ
た
。
資
料
が
配
ら

れ
、
説
明
の
あ
と
出
発
。
歩
き
な
が
ら
資

料
を
見
る
と
、
観
た
い
所
が
数
多
く
、
短

時
間
で
は
…
と
感
じ
た
。

見
さ
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
、
五
代
鎌
倉

公
方
の
足
利
成
氏
は
、
鎌
倉
か
ら
こ
の
地

に
移
り
、
古
河
公
方
を
名
乗
る
。
以
来
、

足
利
氏
は
１
３
０
年
余
に
わ
た
っ
て
こ
の

地
を
統
治
し
た
。

　

明
治
４
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
古
河

藩
は
廃
止
さ
れ
古
河
県
、そ
し
て
印
旛
県
、

さ
ら
に
千
葉
県
に
編
入
を
経
て
、
明
治
８

年
に
茨
城
県
へ
編
入
と
な
っ
た
。
古
河
市

は
関
東
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
全
域

概
ね
平
坦
、
気
候
も
温
暖
と
の
こ
と
。

（
鈴
木
公
彦
）

　

現
在
、
私
は
月
１
回
の
こ
だ
ま
会
の
囲

碁
同
好
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
横
浜
駅

近
く
の
碁
会
所
「
有
心
」
が
会
場
で
す
。

青
沼
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
参
加
し
て
か
ら
６

〜
７
年
は
経
過
し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
縁
で
、月
１
回
は
登
さ
ん
が
主
催
し
て
、

横
須
賀
合
庁
で
開
催
さ
れ
て
い
る
囲
碁
同

好
会
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
週
日
曜
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
の

囲
碁
番
組
を
勉
強
を
兼
ね
て
見
て
い
ま

す
。そ
し
て「
囲
碁
大
会
」「
ペ
ア
碁
の
囲
碁

大
会
」等
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
場
し
、碁
打
ち

の
宿
泊
旅
行
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

囲
碁
を
通
じ
て
多
く
の
方
と
知
り
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
棋
力
の
強
い
人
も

弱
い
人
も
置
き
碁
と
い
う
ハ
ン
デ
戦
が
あ

る
の
で
、
同
等
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
囲
碁
は
退
職
後
の
生
活
の
重
要
な
部

分
を
占
め
、
か
つ
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
方
と
楽
し
く

囲
碁
を
打
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
。
囲
碁
は
ボ
ケ
防
止
に
も
役
立
つ
と
思

い
ま
す
の
で
、
興
味
の
有
る
方
は
囲
碁
を

始
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
分
銅
良
直
）

茨
城
県
の
城
下
町

古
河
を
歩
く

歴史教室
散策

人
生
を
豊
か
に
す
る

囲
碁
の
お
勧
め

囲　碁
同好会

●食文化を楽しむ会
と　き　７月８日（木）１１時～１５時
ところ　横浜市健康福祉センター・

調理実習室。JR桜木町駅前
テーマ　夏をのりきる薬膳料理
先　生　上野多恵子さん（会員）
会　費　１８００円
申込先　こだま会事務局

０４５（２１２）３１７９
　　　　亀井禎子０４５（３３２）４０６１
　　　　山本文子０３（３７２８）２２２７
●囲碁同好会
月例会（毎月第１日曜）
　７月４日　８月１日　会費　７００円
ところ　囲碁サロン「 有 心   」

う しん

　　　　　横浜駅西口大洋ビル６階
申込先　こだま会事務局

０４５（２１２）３１７９
青沼慶祐０４５（７８２）７６６５

●楽しい俳句教室
月例句会（毎月第２木曜日１３時～）

６月１０日　７月８日　
ところ　神奈川自治会館（予定）
指　導　太田土男先生（俳句協会）
会　費　５００円
申込先　こだま会事務局　０４５（２１２）

３１７９
又は井村友彦０４６３（８１）４４９３

●歴史教室（講義）
テーマ　常盤御前・義経ゆかりの京

をみる
と　き　６月１４日（月）１３時３０分～１５時３０分
集　合　神奈川自治会館
講　師　中村猪一郎会員（参加費無料）
申込先　�＆�　０４５（３６１）０１１２

佐藤喜治まで
●歴史教室（散策）
と　き　９月１３日（月）JR大磯駅１０時

　テーマ　大磯周辺を歩く（神社・仏閣
探訪）

会　費　５００円（ガイド：中村猪一郎会員）
申込先　�＆�　０４５（３６１）０１１２

佐藤喜治まで
●里山ハイキング（あやめの里と飯山
観音）
と　き　６月６日（日）１０時「本厚木

駅」改札口集合。雨天中止。
行　程　本厚木（バス）→上千頭

（徒歩３０分）→あやめの里・
久保橋（徒歩３０分）→庫裡
橋・飯山観音入口（徒歩３０
分）→飯山観音・長谷寺→
本厚木駅

会　費　バス代実費
連絡先　飯塚武弘　０４６（２４２）２２２４

／山本文子０３（３７２８）２２２７
当日緊急連絡先　飯塚武弘
０８０（５５１２）１３２８

予告予告��　予告予告��　予告予告���
�

�
�

�����
�����
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☆
６
月　

日（
日
）ま
で
平

１３

塚
市
美
術
館
で
開
催
。画

家
は
長
谷
川
光
児
会
員

の
お
父
さ
ん
で
す
。
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※こだま会の事務所が上記へ移転しました。お立ち寄り下さい。

白
粥
に
ひ
と
ひ
ら
の
せ
て
初
桜

三
井　

光
子

木
の
芽
風
釣
竿
の
先
軽
く
押
し

鳥
海　

敏
雄

黄
砂
降
る
三
千
里
の
道
一
っ
飛
び

中
村　

桂
子

地
蔵
堂
の
闇
に
吸
わ
る
る
桜
か
な

田
中　

一
男

白
線
を
花
び
ら
と
子
の
駆
け
く
ら
べ

小
川　

水
草

花
満
ち
て
風
に
た
だ
よ
う
雪
や
な
ぎ

島
田
多
嘉
子

葱
坊
主
す
く
っ
と
立
ち
し
お
か
し
さ
よ

石
崎　

博
美

待
つ
ほ
ど
に
想
い
は
募
る
桜
花

白
井
保
次
郎

空
屋
敷
れ
ん
ぎ
ょ
う
の
花
塀
の
外

松
尾
佐
知
子

 
蘖 
に
後
を
托
し
た
千
年
木

ひ
こ
ば
え

高
橋　

和
江

日
だ
ま
り
に
子
等
の
遊
び
て
春
近
し

鈴
木
志
げ
子

密
か
に
故
郷
の
墓
参
桜
咲
く湯

川　
　

勉

杖
と
め
て
桜
の
花
を
あ
を
ぎ
け
り

白
石　

為
康

満
開
の
さ
く
ら
の
枝
に
目
白
押
し

佐
藤　

安
弘

水
温
む
鯉
口
あ
け
て
泳
ぎ
来
る

横
川
美
代
子

三
回
忌
読
経
の
内
に
桜
咲
く坂　
　
　

守

春
日
永
四
隅
取
ら
れ
し
碁
打
ち
か
な

木
村　

武
子

雨
降
っ
て
道
一
杯
の
花
筏

井
村　

友
彦

鶯
や
鍬
の
動
き
に
乱
れ
な
し太

田　

土
男

こ
だ
ま
俳
壇

こ
だ
ま
俳
壇
（
４
月
）

（
４
月
）
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は
、
小
鳥
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、
雪
の
林
の
な
か
を

歩
い
て
、
懐
か
し
い
セ
ッ

ト
を
見
学
。
お
天
気
も
よ

く
、青
い
空
の
も
と
、真
っ

白
な
雪
を
ギ
ュ
ッ
、

ギ
ュ
ッ
と
踏
み
し
め
て

…
。

　

大
好
き
な
温
泉
に
つ
か

り
、
時
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
放
送
に
も
目
を
移
し
、

の
ん
び
り
、
ゆ
っ
た
り
の

楽
し
い
た
び
で
し
た
。

（
宮
下　

光
）

は
、
長
蛇
の
列
の
お
客
さ
ん
の
前
を
、
胸

を
張
り
堂
々
と
。
で
も
、
ヨ
チ
ヨ
チ
と
、

時
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

次
は
雪
あ

そ
び
。ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
や

バ
ナ
ナ
ボ
ー

ド
な
ど
、
年

甲
斐
も
な
く

ハ
ッ
ス
ル
で

き
ま
し
た
。

　
『
北
の
国

か
ら
』
の
ロ

ケ
地
め
ぐ
り

　

毎
年
恒
例
の
こ
の
旅
行

に
、
私
は
２
度
目
の
参
加
で

す
が
、
今
年
は
ス
キ
ー
を
せ

ず
雪
の
北
海
道
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

ま
ず
は
人
気
の
旭
山
動
物

園
。
巨
大
プ
ー
ル
に
飛
び
込

む
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
水
中

ダ
イ
ビ
ン
グ
は
圧
巻
で
し

た
。
小
雪
の
ち
ら
つ
く
な
か

で
の
ペ
ン
ギ
ン
の
お
散
歩

雪
の
北
海
道
を

の
ん
び
り
・
ゆ
っ
た
り

写真提供：野沢秀子さん

北海道スキーツアー

職
場
の
実
態
と
合
わ
せ
て
、
平

和
へ
の
率
直
な
想
い
が
語
ら
れ

て
い
ま
す
。
戦
時
下
の
神
奈
川

県
庁
の
様
子
も
必
見
で
す
。

　

お
求
め
、
お
問
合
せ
は
、
こ

だ
ま
会
事
務
局
ま
で
。
送
料
込

み
６
０
０
円
で
お
届
け
い
た
し

ま
す
。

の
神
奈
川
県
庁
」
で
構
成
。

　
「
体
験
記
」
に
は　

人
が
応
募
さ
れ
、
戦

２３

争
の
残
酷
さ
、
悲
惨
さ
、
平
和
の
大
切
さ

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

現
役
職
員
と
の
対
話
で
は
、
今
の
県
庁

　

会
員
の
戦
中
・
戦
後
体
験
記
『
つ
た
え

た
い
想
い
』（
Ａ
５
版
１
２
８
頁
）
が
６
月

下
旬
に
完
成
し
ま
す
。

　

内
容
は
、「
私
の
戦
中
・
戦
後
体
験
記
」

「
Ｏ
Ｂ
と
現
役
職
員
と
の
対
話
」「
戦
時
下

『
つ
た
え
た
い
想
い
』 

発
刊

神
奈
川
県
職
員
の
戦
中

体
験
を
若
い
世
代
へ

お求めはこだま会
事務局まで

●ご
●あ
●ん
●な
●い
 


